
背景

樹皮剥ぎによる枯損木が発生し
林冠が開くことにより
ササが繁茂した地域

（2018年 羅臼町 春苅古丹）

不嗜好植物で覆われ、
稚樹等のみられない地域
（2019年 斜里町 遠音別）

大型囲いわな
移設可能な箇所がないため、

撤去せず残置
（斜里町 弁財崎）

箱わな
針葉樹(アカエゾマツ)林で越冬する

エゾシカの捕獲を想定
（羅臼町 春苅古丹）

取り組み 課題

囲いわなによる捕獲を中心に

箱わな、銃による捕獲事業を

同一地域で複数年継続

警戒心の強い個体の割合の増加

局所的なエゾシカ密度の低下

捕獲事業実施報告書の
ホームページへの公開

キタコブシの稚樹
（2019年 斜里町 オシンコシン）
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国有林野管理のための
エゾシカ捕獲事業の継続と課題

知床森林生態系保全センター 一般職員 秋吉 由佳

樹木の生育
→ 長い時間が必要

荒廃の進んだ森林

健全な森林

● 捕獲と捕獲手法検討の継続による低密度状態の維持
● 更新補助作業の検討

→ 高いコストが必要

荒廃が進む前に捕獲を実施する必要
搬出が困難な地域については残置ができないか検討
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エゾシカ捕獲事業の推移

防鹿柵（2013年設置）内の
稚樹(30cm以上)の推移

稚樹の発生、成長には５年程度必要
（ウトロ市街地）

くくりわな捕獲個体の止め刺し

囲いわなによる捕獲効率の落ちた
地域ではくくりわなが効果的

銃を用いた捕獲

遠距離射撃、モバイルカリング、巻狩等、
銃を用いた捕獲を試行錯誤しながら実施

誘引作業

路網から離れた箇所から誘引
くくりわなによる捕獲地域

スノーモービルを使用

樹皮剥ぎによる枯死木が
発生した地域

（2019年 斜里町 ウトロ東）

冬季にシェルターとなっている
トドマツの天然林の被害木

沢に挟まれた地形で捕獲後の
搬出が困難であり、被害があるが

捕獲に至らない地域
（2019年 斜里町 ウトロ東）

「河川データ」「道路データ」「行政区域データ」（国土地理院）（http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html）
「数値標高データ」（国土地理院）（https://fgd.gsi.go.jp/download/menu.php）をもとに北海道森林管理局作成
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